
2．桑林の造成に関する試験

矢木博・関博夫・町田博・宮下明治

ユ．目　　　的

　高冷地に於ける養蚕は山野に桑林を造成し安価に桑葉を褐る法が考えられるので桑林に対す

る施肥効果，並に桑林に適する桑晶種を研究し桑林養蚕の基礎資料を得んとするもので・先づ

植付時における固形肥料の解効をみた。

2．試鹸区の内容

　偶　試験研究圃場　　小県郡漿部町和　信大大室農場

　㈱　試験規模面積　　駈年慶造成5アールユ区22坪（O．726　a）施肥区4，無肥区2

　　　　　　　　　　　55年蟹造成ユOア「ルユ区・必坪（ユ・4，52a）　、〃　　　　　〃

　t9）桑　贔　種　　　一ノ瀬

　四　試験区瑚及びその内容

試験区別 1桑櫃付形式 桑植付法 櫃噛巴（10a鋤
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　　備考　1）炭酸苦土石灰は土壌反応PH6・Oになる程慶施用

　　　　　2）肥料は表面ごヒ壌とよく混合し融年壌1造成は5月6臼に施肥

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35年度造成は6月6日に施肥

　　　　　3）植付は墨年獲造成のものは駿年5月6目，駈年農造成のものは55年5月

　　　　　　　23日

　｛5）造成前の地目及び植生，マツ，ススキ，ヨモギ，ノイバラにょる原野

3・試験成績

　　　管理作業時周

項，　　目 回　　　数 延　時　間’ 備唱　　考
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下草は全量敷とする。

燗ｮ力草刈機便用時
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桑樹の生育調査成績（35年9月器目調）

区別新轍繍雷ﾏ欄総難瞬重9｝壷葉当縮太喉艶

SC年慶造成桑林（ユO株平均）
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　　　SC年慶造成桑林（5株平均）

摘要
　駄年摩及び35年優造成の桑樹ともにその生育は無肥区に対し施肥区が新梢，葉何れ

　ec　＃dいても著しく優勢を示し，固形肥料丸桑2号の肥効顕著である。
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